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N
　Leclthine，　Cephalineは・LILくより知られた複合
脂質の代表的なものであるが，その測定法につV・
ても種々の研究がある。しかしCephalineの測定
に関してはLecithineに比し難点rlS’多く楡討を要
する点がある。物尽のCephalineの定量法を大
別すると間接定量法と直接定量法がある。闇接定
量法は即ち有機溶媒による分劃一により各劃分の
燐含有量を＝測定することにより　Cephaline　を定
量する方法であり，後者の直接定量法はCepha－
lineに特異な構成分たるColamine．及び．Serine
を測定することによりCephalineを定量する方
法である。前者は勿論，特異的なものでなくしか
も劃分皿にはCephaline以外の他の脂質の混在
が考えられることから近年は寧ろCephalineに
特異的なしかも確実な直接定量法の研究が行われ
るようになった。かくてわれわれも複合脂質の研
究の一一環としてCephalineの微量：定量法力：要求
せられたので種々槍討を：試みた。このCephaline
の直接定量法は　Schmitz及びKoch（！930），1）
Kirk，　Page，　Van　Slyke等2♪により始めて試み
られた。彼等はCepha工ineのアミノ窒素を測定
することによりCephalineの定量．を行った。し
かしその後Van　Slyke等（1935）3）はその中にか
なり多くのアミノ窒素を含有せる物質が混在し，
アミノ窒素からのCephalin定量法は不充分であ
ることを：認めた。Christensen（1939），4）Folch，
Van　Slyse（1939）「o），等は，その後の研究において，
その含アミノ窒素物質は主に尿素であることを観
察しCephaline定量には先ず尿素の除去を計ら
ねばならぬことを提案し，それにより　Cephalineの
定量が可能であると考えた。この方法はErlckson
等（1940）6）により行　bれ良き結果：を得たbしかしア
ミノ窒素の測定におV、て亜硝酸試弾使用が測定に
影響を輿えることをFoIch，　Schneider，　Van　Slyke
（1940），7）Chargaff等（1942）s）が認めた。このよう
に從來の方法に：おいてはCephalineの直接定量
法には種々の難点があったが，その後Artom
（1945）9’の・新しVi　Cephaline定量法（Colamine
及びSerine）が非常にColamine及びSerineに
特殊なものとして注1－1されてきた。彼はPerlodate
及びPemllltite吸着法を使用しCola皿ine及
びSerineの箪独定量法にも成功した。即ち
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PermutitはColamineを吸着しSerineを吸着
せすColamineは高濃度食塩水．で溶出されること
を実験の結果認め，おのおのの定量はPerlodate
により遊離する窒素量よりCephalineを定量し
た。われわれはArtomの方法9）に從いCephaline
（Colamine及びSerine）の定量法を微量化する
日的でConwayの拡散法10）’11：）を用い楡討を試
みた。
第1表
・・1・m…含樋・m・／cc・P・vDe値・m・・1剛聯・
O．436
0．436
0．436
O．406
0，3S7
0．398
93．23
89．14
91．20
実験方法
　試葵：1）N／250　H2　SO4
　　　　11）　N／2so　NaOH
　　　III）指示藥11）：指示藥には田代の指示藥の改変
したものを用い鏡敏な終末が得られる。つぎの如く作製す
る。貯藏液メチールレツドの0．1％アルコール液200ceに
メ”レンブ・・一の0・1％液50ecをカPえ，こオ・端色瓶に貯
える。使用に際してこの液にアルコール1容，水2容を加
える。pH　5．45より5．50にて桃色より線色に変ず。
　　　IV）　飽和K：2　CO3ヤ容液：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　闘　　　　V）　O．2MHJO4：
　　　VI）アルカリ醐酸塩溶液：醐酸12．404gmを1N
NaOHの150　ccに溶解しこの溶液3，5ccと0．2　M　HJO一
と混合する。pH大体9．6の溶液を得る。
　　　VII）　白色ワゼリン：
　II）Serineの定：量：標準液としてSerine含有量0．259
mg／cc（窒素含有量は34．52γ！cc）のものを使用す。実瞼成
績は第2表に示す。
第2表
Serine含有量（mg！CC〕 ??
?
牧
???（?????．?
O．259
0．259
0．259
O．247
0．252
0．241
95．36
97．42
93．21
IID　Colamine及びSerineの混合物の定：量：標準液と
してColamine含有量0．436mg／cc，　Serine含有量O．259
mg／cc（全窒素含有量25．os5γ／cc）のものを使用す。実瞼成
績は第3表に示す。
第3表
　　　　A．微量拡散法によるColamine及び
　　　　　　　　　Serineの定量法
　操作法：Conway拡散容器の内室にN／250　H2SO4　lcc，
夕1・室に試料1ec及びアルカリ醐酸溶液1ccを取り容器の
夕卜線に白色ワゼリンをtrけ，　i蓋をして38。Cの艀卵湖中に
lO分間放置しその後置禾「l　K2CO3溶液3滴づっ加え再び艀
卵器中に30分間放置せし後内室に指示墾2－3滴入tL　N／250
NaOHで滴定しそのNaOH言ll∫費ccを読む。．しかる噂，
盲瞼のNaOH言il∫費ccをa，試料を加えた1応のNaOH　illf
費ccをbとすると
　　　N／250・一NaOH　lcc＝68γNH3なる故
　　　（a－b）×68γが，：量となる。　　　　　　　’
実駿三二
蹴ine総則量・m・／cc・ki・u　＞E　ire・m・l　l購・％・
O．695
0．695
0．695
O．66S
O．650
0．664
96．07
93．56
95．60
　1）Colamineの定量：標準液と’してColamine含有
量。．436mg／ce　l紫素含有量は15．65γ／cc）のものを使用す。
実瞼成続は第1表に示す。
　　　　B．Per皿uti亡吸着法によるColamine
　　　　　　　及びSerineの分離定量法
　操作法：吸着聾は長さ15cm，直径8mmで但し下端5
cmは直径3mmとせるガラス艀を使用す。先ず吸著聯の
下端に綿花を軽くつめ，その上にPermutit　1．5　gmを重
ね，蒸溜水約5ccで一度洗い，その後試料‘約5ccに溶か
．したもの）を入れ，それから約5ccの蒸溜水で洗う，なお
Colamine　を溶出する時は30％食塩水5ccを加え，その
後約5ceの蒸溜水で洗いこれ等の液1こついて定量：を行う。
われわれはArtomの法9）1こ從いSerine標準液は1－5mg，
Colamine標準液は0．6・3　mgの範囲内で実瞼を行った。
　1）Serineの定量二標準液としてSerine含有量1．036
mg／ec（窒素含有量138．08γ／cc）のものを使用す。実瞼成績
は第4表に示す。
10）　Conway：　“Microdiffusion　Methods　＆　Volumetric
　　Error”　Reved．　（London，　1947）．
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第4表
Serine含有量（mg／CC）
1．036
1．036
1．036
測定値（mg）
O．9Sl
O．944
0．954
回牧…率（％）
を．使用すた。第6表．に示す如く，これ等の條件ではSphin－
gosineからは窒素が遊離しな）－・ことを確かめた。
94．67
9L14
92．04
第6表
Sphingosine含有量（mg／cc）
　II）Colamineの定量：：　標準液．としてColamine含有
量1．744　mg／cc．（窒素含有量62．60γ／cc）のものを使用す。
実瞼成績は第5表に示ず。
　　　　　　　　　　　　’
O．510
0．510
0．510
測定値（mg）
??
回収傘（．％）
??
結 語
第5表
Co】amine含有量（mg！cc）
1．744
1．744
1　．，744
測定値（mg）
1．225
1．412
工．202
回攻傘（％）
70．22
80．99
67．20
　以上のわれわれの実額成績でPermutitに酒楼された
Colamineを高濃度食塩水で溶出した回歴率だけが，やや
低い値であ．つたが，その他の定量は各表に示した如く満足
せる値を示した。　’
　　なおわれわれは騰器及び血液等の試料についての測定に
際し当然混在せられてくるSphingosineがHJO4に1耳菱化
せら才して窒素を遊離することが知ら．れているのでiその影
響が考えられる故Colamine及びSerineの定量條件下に
ては，果して酸化が行われるか否かを槍討した。試料とし
てSphingosine含有量。，510mg／cc‘窒1素含有量25，96γ／cc）
i）過ヨード酸法により遊離される窒素をCon－
way法。）・11）による微量測定操作によりCephaline
中のColamine及びSerineの直接微量定量＝法を
考案した。
　　ii）かくて微：量拡散法によるColamine及び
Serineの定量に満足すべき値を示しSerineは
Permutitに吸着されす90％以上の回牧量を得
たがPe「mutitに吸着されたColamineを高濃
度．食塩水で溶出した時の回牧量はやや低く67－80
％位であった。
　iii）Colamine及びSerineの定量の條件下で
はSphingosineぽ過ヨード州法により認むべき
窒素の遊離を示さなかった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭禾1’128．11．19受付1
f
Summary
　　　　1）　We　have　devised　a　microdetermination　method　of　cephaline　contained　in　conjugated
lipides．　lt　determines　NHn　liberated　from　colamine　and　serine，　specular　constituents　．　of
cephaline，　by　oxidation　with　HJo．，　aエ1d　N　determination　was　carried　out　by　the　microdi－
ffusion　method．　’　　　　2）　Colamine　and　serine　can　be　separately　determined　with　permutite　absorption．
Namely，　colamine　is　・absorbed　with　permutit　and　serine　passes　through　the　permutit
column・　Based　on　this　principle　we　investigated　the　method　determining　colamine　and
serine　separately．　lt　is　recognized　that　serine　passes　through　the　column　without　absorption
and　98％　is　recovered．　Colamine　is　absorbed　completely　with　permutit，　but　its　recovery
is　about　75％・
　　　　3）　Sphingos’1ne　did　not　liberate　NH3　by　HJO4　oxidation　under　the　conditions　of　above
mentioned　colamine　and　se血e　determination　method．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Received　Nov，工9，1953）
